
辰
年
の
主
な
出
来
事

　

過
去
の
辰
年
に
起
き
た
出
来
事
と

し
て
は
、
ま
ず
慶
応
４
年
＝
明
治
元

(

１
８
６
８)

年
の
明
治
維
新
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
時
に
は
江
戸
幕
府
崩
壊

に
伴
い
、
旧
幕
府
軍
が
こ
の
地
域
を
通

過
し
て
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
明
治
37(

１
９
０
４)

年
に

始
ま
っ
た
日
露
戦
争
も
辰
年
に
起
き
た

大
き
な
出
来
事
の
一
つ
で
す
。

飯
沼
新
田
開
発

　
辰
年
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
の
中
で
、

今
回
は
江
戸
時
代
中
期
の
飯い

い

沼ぬ
ま

新
田
開

発
を
取
り
上
げ
ま
す
。
飯
沼
新
田
開
発

は
、
享
保
７(

１
７
２
２)

年
８
月
、
沼

周
り
の
村
々
が
連
名
で
開
発
願
を
江
戸

幕
府
に
提
出
し
、２
年
後
の
享
保
９(

甲

辰)

年
５
月
に
幕
府
か
ら
許
可
が
下
り

た
こ
と
で
、
具
体
的
な
事
業
が
動
き
出

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
古
河
市
東
部
を
縦
断
す
る
長

大
な
水
田(

現
南
総
土
地
改
良
区)

は
、

江
戸
時
代
中
期
ま
で
は
飯
沼
と
呼
ば
れ

た
沼
で
、
周
辺
の
村
々
で
は
漁
労
を
し

た
り
、
豊
富
な
水
草
な
ど
を
肥
料
と
し

て
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

の
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
飯
沼
は
、
こ
の
よ
う
に
漁
労
や
水
資

源
な
ど
で
地
域
と
関
わ
る
一
方
で
、
江

戸
時
代
の
早
い
段
階
か
ら
干
拓
計
画
が

た
び
た
び
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
周
辺
の
村
々
に
は
開
発
に
消

極
的
な
村
民
も
多
く
、
な
か
な
か
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
享
保
７
年
７
月
、
江
戸
幕
府

に
よ
る
諸
国
新
田
開
発
奨
励
の
高
札
が

江
戸
日
本
橋
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
態
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幕
府
が
掲
げ
た

新
田
開
発
奨
励
政
策
に
飯
沼
開
発
計
画

が
結
び
つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
幕
府
勘か

ん

定じ
ょ
う

吟ぎ
ん

味み

役や
く

・
井
沢
弥や

惣そ

兵べ

衛え(

為た
め

永な
が)

以

下
の
幕
府
関
係
者
の
積
極
的
関
与
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
の
地
元
の
利
害
対
立
を

乗
り
越
え
て
事
業
が
具
体
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
事
業
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

た
井
沢
は
、
元
紀
州
藩
士
で
八
代
将
軍

吉
宗
に
従
っ
て
幕
府
の
役
人
と
な
り
、

各
地
で
河
川
工
事
や
新
田
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
広
大
な
飯
沼
の
干
拓
事
業
は
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
井
沢
を

は
じ
め
と
す
る
幕
府
役
人
や
地
域
住
民

の
努
力
に
よ
り
、
享
保
12(

１
７
２
７)

年
ご
ろ
に
は
総
面
積
１
５
０
０
町
歩
、

総
石
高
１
万
４
４
０
０
石
の
水
田
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
長
左
衛
門
新
田
も
新
た
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
飯
沼
新
田

も
、
そ
の
後
長
く
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
「
美
田
三
千
町

歩
」
と
称
さ
れ
る
水
田
に
な
っ
た
の
で

し
た
。

三
和
資
料
館
学
芸
員　
峯
照
男 ▲現在の飯沼新田(東山田付近)

辰
年
に
ち
な
ん
で

　
　
　
　
　
　
～
飯
沼
新
田
開
発
～

龍
に
ま
つ
わ
る
信
仰

　
令
和
６(

２
０
２
４)

年
も
１
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
年
の
干え

支と

は
甲き

の
え

辰た
つ

に
当
た
り
ま
す
。
辰
＝
龍り

ゅ
う

は
、
十
二
支

の
中
で
唯
一
想
像
上
の
動
物
で
す
が
、

中
国
で
は
常
に
水
中
に
棲す

み
、
必
要
が

あ
れ
ば
天
空
に
飛ひ

翔し
ょ
う

す
る
こ
と
が
で
き

る
霊
力
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
天
と
深
い
関
係
を
持
つ
皇
帝
と

強
く
結
び
つ
き
、
権
力
の
象
徴
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
仏
教
を
守
護
す
る
八

部
衆
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
龍
王
と
も

結
び
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
海
の
世
界
、
す
な
わ
ち
水

と
の
関
係
が
深
く
、
雨
を
降
ら
せ
る
能

力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
稲

作
等
の
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

や
富
貴
、
雨あ

ま

乞ご

い
な
ど
と

結
び
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
清

水
が
湧
く
と
こ
ろ
や
沼
・
池
の
淵
な
ど

清
浄
な
場
所
に
は
龍
神
が
棲
む
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

▲八龍神石祠(大
堤)

とねミドリ館

【絵本】
おだんごダイブ

大塚健太　文
小池壮太　絵

　とびこみ台に並んだおだん
ごたちが、あつあつのお湯に
ドッボーンとダイブ。ゆであ
がったら、みたらしの池や、
きなこのおかで、おいしいお
だんごに大変身！　音とリズ
ムが気持ちいい絵本。

出版社…白泉社

【一般書/海外生活】
月10万円でできる！　悠々
生活タイランド

藤井伸二　著
　海外暮らしだからと意気込
むことも身構える必要もな
し。事前調査から部屋探し、
食事や毎日の暮らし、ビザま
で、月10万円をテーマとし
たタイでの暮らしを紹介す
る。できるはずなのに、でき
ない理由についても語る。

出版社…イカロス出版

【児童書/生活】
小島よしおのボクといっしょ
に考えよう

小島よしお　著
　友だちをつくれる方法はあ
る？　いじめられている子を
助けるには？　小学生22人
からの相談に、同じ目線で寄
り添って回答する。さかなク
ンとの対談や、ギャグ図鑑も
収録。『AERA dot.』掲載を
加筆し書籍化。

出版社…朝日新聞出版

【一般書/小説】
ショート・セール

楡
に れ

周
しゅう

平
へ い

　著
　悪質なプロ経営者に潰され
た父の仇

かたき

を打ち砕くべく、1
人の辣

ら つ

腕
わ ん

投資家が立ち上がっ
た。信頼する仲間と共に、世
界経済のトレンドと矛盾を利
用した一世一代の経済ゲリラ
戦を仕掛け…。『小説宝石』
掲載を改稿し書籍化。

出版社…光文社

My memories in KOGA

山口 ジャルワンさん
タイ
50才
主婦

Name
From
Age
Job

　市内には池があったり花がきれいだったり、特色
のある公園が多いのが魅力。春はハナモモや桜、秋
は紅葉と色とりどりに変わる景色が楽しめます。お
気に入りの民族衣装を着て散歩をすると、よりリ
ラックスして古河の自然を感じられます。

　古河市は大きな
災害も少なく、と
ても住みやすいま
ち。ずっと住み続
けたいです。
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